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中團の鉱床地質単一その揺蟹湖

岸本文男(鉱床部)
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先達たち

中国に科学としての地質学鉱床地質学を導入した先

駆者は章鴻剣(Zh盆ngH6ng一･h量｡)と下文江(Ding

W6nji亘ng)そして翁文瀕(WεngW6n-h註｡)であろう.

彼らがそれぞれ外国で学び帰国した191!-1912年は

辛亥革命カミ起った年であり清朝が滅亡して以降の群雄

割拠を脱して中華民国が成立し孫文が臨時大総統にな

った年である.彼らは愛国と攻学の情に燃え新たな

国造りに積極的に参加しようとそれぞれ卒業直後に帰国

している.

彼らはいずれも日清戦争(1894-1895)に敗れて遼東半

島そして台湾を日本に奪われた中国義和団の乱(北

清事変1899)に敗れて列強諸国の侵食を許した中国目

露戦争(ユ904-!905)に勝った日本の旧満州における権益

の進出を黙視した中国をみなカミら育った人々である･

彼らが学を修めて帰国する前の中国では主として中

国の鉱物資源に関心を抱いた列強諸国が派遣しまたは

中国の鉱業企業が雇傭した外国人専門家によって鉱床や

その周辺の広域子こわたる地質が調査されていた.日本

の地質専門家でいえば1904年の福地信世による旧満州

南部の金鉱調査1909年の木戸忠太郎による鞍山鉄鉱床

の発見に続く南満州鉄道会杜の地質専門家や井上嬉之助

による鉄鉱調査1911年頃の野田勢次郎による湖北省･

断江省などの地質･鉱床調査はそのような例である･

当時中国の地質専門家による鉱床の調査研究は行わ

れなかったか行われても調査研究の名に値するもので

衣かったらしい.たとえば中国で初めての地球科学

専門家の組織として1909年に“中国地学会"が創立され

それが1910年から学術雑誌として《地学雑誌》を出版し

始めた.その第1号の誌上には中国の地質専門家の手

による最初の地質図幅“直隷地質図"(廣礫光編)が掲載

されている.しかし同誌の掲載内容が地質科学に値

し衣かったとみえ章鴻倒はまだ東京帝国大学理学部

地質学科の学生であった1910年の後半から帰国後の1912

年にかけて同誌に投稿し続けその中で次のように述べ

たという記録がある一

いる人はまだ非常に少ない)

第1図

章鴻剣(1877～1951)

(《中国地質学会吏》1983).

r知道地質両学的人選是甚少｣(地質の二字を理解して

r国人幾不如道地質為何物｣(中国人は地質が何であるか

をほとんど理解していない)

このようた国と地質専門家の状態の中に身を投じた彼

ら三人の経歴には共通した点が多く彼らはよく協力･

共同して中国における科学的地質学ととくに鉱床地質学

の導入と発展に努めた｡

章鴻釧

章鴻剣(1877-1951)は字名を演灘といい断江省呉興

県の人である.1904年に日本に留学し1908年に東京

大学理学部地質学科に入学して小藤文次郎教授に師事し

た.191!年に卒業しただちに帰国した彼は辛亥革命

を支持するとともに前述のように《地学雑誌》を通じ

て地質学の科学化のための論陣を張った.翌1912年1

月南京臨時政府の実業部鉱政司に地質科が設置されるに

当り認められて科長を務めた･帰国以来後述の下

文江や翁文頭(1912年帰国)とともに地質調査所の設立に

努力し1912年4月の北京政府の成立によって話が進行

した結果1913年工商部(翌14年農商部となる)に地質研

究所が付設され同時に工商部蹟務司(前実業部鉱政司)

の地質科が昇格して地質調査所と放った･そのとき

三人は仕事を協力･分担することにし下文江カミ地質調

査所の主任所長翁文瀕が地質研究所の教授そして章

鴻剣が地質研究所の所長にそれぞれ就任した･

地質調査所はまだ人材がない状態であったため正式

の発足というわけにはいかずその故に地質研究所とい

う名称の教育機関をつくったわげである.
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中国の鉱床地質学
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章鶴剣は1916年5月までに21名の新進気鋭の地質専門

そのうちの少なくとも13名が下文江のとこ

そのことによって1916年6月中国地質調

査所(第2図)カミ正式に出発することになった.それま

で主として下文江は外国の地質調査所事情を調査してい

た･それと同時に地質研究所が廃止され章潟剣は地

質調査所の地質股股長に翁文瀕は鉱産股股長に就任し

た.これで3人が地質調査所に集結し地質学や鉱床

地質学を中国で花開かせる理想をかかげた共同の事業カミ

いよいよ軌道にのる条件をつくりだしたといえよう･

章潟剣カミ育てた地質専門家のうち筆者が姓名を知り

得た13名とは1920年に“北京西山地質誌"を《地質専

報》誌に発表し1925年の中国地質学会第3回年次総会

での“中国接触鉄磧帯閃長岩之研究"(中国における接触

交代鉄鉱床帯の閃緑岩の研究)と翌年の第4回年次総会での

“安徽南部鉄瞭之類別及成因"(安徽省南部地域の鉄鉱床の

分類と成因)と題した報告で一躍注目され1935年には

中国地質学会の理事長(会長)を務めのちに断江大学

教授どたり現職で亡くなった葉良輔(1894-1949)“中

国鉄醸之分類"(中国の鉄鉱床の分類)(1935)“中国中生代

末第三紀初之造山運動火成岩活躍及与蹟産造成之関係"

(中国の中生代末期一第三紀初期における造山運動と火成活動お

よびそれらと鉱床の生成との関係)(1936)“中国之蹟産時代

及蹟産区域"(中国の鉱床生成期と鉱床生成区)(1936)放と

第2図ユ930年ごろの中国地質調査所の正門｡

正面の建物は事務部門のいわゆる“辮公室"

(《中国地質調査所事業報告》1931).

当時としては画期的な鉱床地質学の論文を著わしF.R.

Tegengrenの“Theironoresandironindustryof

China"(1923)を翻訳して“中国鉄蹟誌"(1923)として

出版し1934年と1946年1947年には中国地質学会の理

事長を務め北京大学地質系の教授中国地質工作指導

委員会の副主席地質科学院の副院長などを歴任した謝

家栄(1898-1966)“山東之白亜植物化石"(山東省の白亜紀

植物化石)(1923)の1編しか発表していないかしかし

地質調査所の研究管理と同所出版物の編輯図書館の近

代化財務管理と渉外に卓抜した才能を発揮し中華民

国中央地質調査所の副所長を経て中国科学院上海僻事処

主任を務め現職で亡くなった周賛衡(1892-1967)日

本から早坂一郎教授(東北帝国大学理学部地質古生物学科)

を迎えた1922年4月15目の中国地質学会第2回例会で翁

文瀕李四光A.W.Grabauとともに登壇して“山西

後石炭紀地層研究"(山西省の石炭紀後期の地層の研究)を

発表し1932年の中国地質学会第9回年次総会で“陳西

北部的油層"(陳西省北部の油層)のテｰマで講演して注

目され以来北京師範大学北京大学などで後進を育成

し恋がら主として炭田地質さらに燐鉱鉱床の研究に従

事して120余の論文を発表し1955年9月に炭田地質勘

探局副局長に就任いわゆる“文化大革命"の期間には

開陳炭田にあって出水対策を指導･解決した王竹泉

(189!-1975)1925年に“四川合鎮之撤櫨岩"(四川省の含

ニッケルかんらん岩)を発表して以来主として鉱物学･

岩石学の分野の研究に従い1935年には中華民国国立中

央大学地質系教授の職にあって四川地質調査団の団長を

務め黄土の科学的研究の先陣をきり1922年の中国地

質学会創立以来章鴻釧下文江翁文瀕を助けて1949

-1950年度まで会計や会誌の編輯にたずさわりその後

は文献や記事に名が出てこなくなった李学清1922年に

“山東溜川博山焼閏地質"(山東省溜川県博山炭田の地質)

を発表して以来山東省とその付近の中生界と第三系を

研究しさらに研究の対象を堆積鉱床に拡げ1932年の

中国地質学会第9回年次総会での“四川盆地的塩和石油

沈積"(四川盆地の岩塩と石油の堆積)の発表が前述の

王竹泉の発表した“陳西北部的油層"とともに中国初の

石油地質の科学的研究として注目され“四川石油概論"

(1933)“四川塩産概論"(1933)“四川峨眉山地質"

(1933)“広東紫金県安山障鉄蹟"(1936)など堆積岩と

堆積鉱床及びそれに関わる地質についての多くの論文を

著わし地質調査所からどのような経歴をたどったかは

詳らかでたいカミ1959年に李奉呈という人と労作“四川

西康地質誌"を発表した謂錫購1924年に“湖南宋陽煤

田地質"(湖南省未陽炭田の地質)と“直隷井脛炭団ヨ地質"

(直隷省井脛炭周の地質)を発表してから雲南省広西省

1984年8月号�
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岸本文男

第3図

朱庭枯(1896～)章鴻

剣の数え子で地質調査所に

入った人のうちただ一人

の生存者.

漸江省たどで主として炭田地質次いで土木地質広域

地質の研究に従事し両広地質調査所主任中央大学地

質系教授漸江大学教授を歴任その間“漸江西北部地

質"(新江省西北部の地質)(1930)在どの論文を著わし

新中国建国後は地質部水文地質局長を経て1957年から

漸江省地質局局長を務めている朱庭枯(1896一)“江

蘇東海県胸山燐灰石鉱"(江蘇省東海県の月旬山燐灰石鉱床

1922)と“江蘇地質誌"(超汝釣と共著1924)そして中

国最初の地質図学の教科書“地層測算術"(1924)を著わ

しのちに民間に転出した劉秀辰また劉秀辰とともに

“江蘇地質誌"を発表し同じく1924年に中国最初の近

代試錐法と試錐機器についての教科書“鐘探術"を出版

しのちに民間合杜にでた趨汝釣北京原人の発掘に関

わって活躍し“用口店之化石層"(1927)だとの論文を

発表し1930年代には上海曹家渡中央研究院地質研究所

にあった季捷のほか趨志新来庭砧とともに広東両広

地質調査所で活躍した価歩癒のちに民間合杜に転出し

た盧祖蔭の合わせて13名である.

1922年2月3目の中国地質学会の創立に当って発表さ

れた会員26名の名簿には上記13名のうち趨志新と劉

秀辰を除く11名の名がみられる･

章鴻剣は1916年に“地質研究所師弟修業記"を出版し

た.そこにはいろいろな苦心談や楽しかった思い出が

語られどのようた教育カミ行たわれたかも述べられ彼

の謹厳実直と伝えられる人がらカミにじみでているであろ

うに残念ながらまだ同書を手にする機会カミ得られない

でいる.

彼はのちに北京大学地質系の教授などを経て上海の

中国科学杜の副社長になり科学の普及と今でいうコン

サルタントとして活躍した.彼は中国地質学会の創立

会員であると同時に創立会長(1922年)であり以後1931

年まで評議員を務め評議員制度カミ廃止された1932年か

ら学会での指導的た仕事は他に任せたカミ激動の1946年

から謝家栄謙建章李奉呈李四光といった歴代会長

を助けて理事あるいは学会誌《地質評論》の編集委員と

なって活動し新中国誕生後もひきつづき理事を務め

そのまま亡くなった.

彼は晩年に自分の気持を七言の一首に託して次のよ

うに歌っている.

治学何官有理途,羊腸曲曲幾経過,

臨崖未詳収奔馬,待旦還応傲枕才,

虎子窮捜千百穴,鰯珠隠隔月重波,

倫因誠至神来合,碕剣長天一放歌.

いずなみも

学を治むるに付くんぞ嘗めん有担の途

羊腸曲曲として幾ばくか経過せんとし

のぞ

崖に臨んで奔馬を収むるを許さずとも

旦を待ちてまたまさに枕才に徹すべし

虎子は千百穴といえども窮捜し

騒珠は万重の波に隠隔するとも

よ

誠至に因らば神来り告ぐるあり

ほな

剣に椅りて長天に一つの歌を放つ.

筆者の解釈ではこの詩は次のように言っている.

学問を身につけるのに何で重荷を背負った道しか

ないというのだろう.曲がりくねった道をたどる

ことカミあり断崖に立って奔馬を押えることカミでき

そうになくても枕を才にして夜明けを待てば必ず

のりきれるはずだ.虎の子は巣穴が幾千幾百あろ

うとも捜しつくされるものだし黒竜の美味カミ水底

深くにかくれていても誠心が通じて神が場所とそ

れを取る方法を教えてくれ一目大声で歌いなカミら

剣をふるって見事に手に入れたという故事もあるの

だ.

さて皆さんに正確な解釈を期待しながら筆者は章潟釧

の若い学究の徒を念頭にした漢詩でもって当時の中国の

地質学界における一つの雰囲気を紹介したつもりでもあ

る.

章鴻剣は新進の育成地質調査所の事業の推進に努力

するなどのかたわら多くの著作を世に送った･その

中でも中国における鉱物学･鉱床地質学の目の出を告げ

る名作とされているのが何よりもまず“石雅"(Studyof

�敲�歳�楮敲��景����浥��慳����

Chinese1iterature)である一

“石雅"は中華民国農商部地質調査所発行の《地質専

報》乙種第2号(1921)に掲載された本文348ぺ一ジの

大作である.その内容は貴石･宝石･珍石･金属鉱

物･燃料鉱物･明石さらに化石についての古文書の記
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要するに中国の鉱産地について書かれたものは非常に

多いがどれもこれもほとんど地名だ苧でたとえば地

質が書かれていない.これでは役にたたないからこ

こで役にたつものを書きあげるのだといったわけである

(1889-1971)は字名を詠電といい漸江省鄭県

ある.1908(?)年にベルギｰのルｰヴァン

学して地質学を専攻し1912年に卒業･帰国し

てに述べたように1913年から北京の地質研究

となって章鴻剣のもとで地質専門家の育成に努

年中国地質調査所が正式に成立すると同時に

産股股長に就任した･そして1922年に代理所

年に所長とたりその後清華大学代行総長

政府行政院経済部長軍需生産局局長などを歴

48年4月には行政院院長に任じたが11月には

任した.その間1922年の創立以来中国地

書記(事務局長)をふりだしに副会長会長

1926-1927年1931年1941年の各年度)理事

質学会誌》や《地質論評》の編輯委員長をくり

めた.

には総統府秘書長どたり蒋介石らとともに台

たカミ翌1950年にパリｰに去り中華人民共和

犯取消しの許可を得て1951年に北京に帰った

嫡鵡躰略す鴛鴛閉酔釦件醜鵬鉾お臓

翁翁曲学･の所華しれ学㎜中え19にか

の大た所め同長中任そ質(《か湾国

石雅自殺

伊背元黄剖判凡人物鳥獣轟魚草木睾世一無所有而塊然濁先存者惟石而已実有生之初

巖棲而穴虜足之所履目之所接岡不在是由是女蝸補天精衛填海一切荒怪不縄之説亦復

相競興焉自蛮以降書契肇興取精用宏塊奇閲出則宜着二一有可紀着然而代遠年漢文字

藪易典淋敬帷以至涯滅蓋十八九英名之僅存者有州藩襲砥厄結線懸黎垂辣之倫率以紀

載不詳一.午明砺指於斯之晴葡欲循名責實訓而嚢之誠不自撰然知其難色叉嘗恩之古番省

方設教車轍所至毎待遇賢萬｡圃之有無以及山川道里異言異俗各奪所閨廃不兼載其文離

頗闘略要之淵源既遠讐諸鼎舞彌可賓貴而後之學看不察本末概相奥驚其閨誕不敢道此

挟或従而培蟹附會之人情之弊匪理析愉賢者亦不少悟斯叉何爲者耶着夫物質之學起於

後代古人毎不磨屑於此故正角辮物推古賀難有名以類従而物以色別着於-是一名戴物乞

例輿焉亦有同物異形同名異議面一物数名之例文奥焉成因或箏文蹴已不足徴鑓有徴焉

両山…入麺紘批蒋失擦久將何自以得英所會騎也下逮叔季博物之士復鎮以考古爲諸病逸

文既唯幽情未通能無悲乎能無催乎宋欧陽公有言日物常聚於析好而常得於有カ之彊愚

以来學淺陣力弱而好寡箪敢博衆棄坂務多聞以爲勝顧惟此麟磯而欄燭着牢有自來名存

否鴉コ椴一

その自

第4図章鴻剣は《石稚》の出版に当り

序の中で地質科学を説いた.

戟を丹念に追跡しときには言語学上のルｰツを明らか

にし狂がら鉱物学･鉱床地質学あるいは岩石学上の当

時のもっとも正しい説明を与えたものである.それ以

前の非科学的解釈を正した力作といえる.中国におけ

る近代鉱物誌の第1号ともいうべきか･そのr玄精

石｣の項など見事な記載ぶりである.ときにはr日本

では○O○という｣という記述カミあり章鴻釧が小藤文

次郎教授の教え子だったことを思い出させてくれる.

章鴻剣はこの“石雅"をさらに加筆･修正･補強した

“石雅"再刊を1927年に同じく《地質専報》乙種に掲載

した.組みたても変えられ本文は432ぺ一ジにふえ

ている.

上記の“石雅"と並び称される中国における鉱床地

質学の夜明けを告げる著作が翁文瀕の“中国鉱産話略"

である.この論文は“石雅"よりも2年早く1919年

に《地質専報》乙種第1号誌上で発表された･この論

文を書かたくてはならない事情を彼は次のように述べ

ている.

上学あ《を

質でに文

完成した建

�㌱�

館(1930年

所付属で

質調査所車

羅､磁

第5図

r中国鉱業発達最古普通鉱産鮮不注意故鉱産地

之所在古今載籍記録泰多(近著中如中国鉱産志

葦麓衰十三支那鉱産地奈嵩等)惟僅詳地名菓

明地質毎嫌難得要領｣

1984年8月号�
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第6図翁文瀕の名著“中国鉱産話略"の表紙.

わが地質調査所に3冊も蔵されている.

第7図

翁文瀕

(1889～!971).

帰国後は学会の運営に加わらず中国国民革命委員会

常務委員人氏政協会議全国委員に任じた.

彼の研究領域は主として鉱床地質学そして地震地質

学と構造地質学で“燕山運動"の名づけ親(1927)でも

ある･1922年8月の第13回万国地質学会総会に中国代

表として参加し“中国某当地質構造対地震之影哺"(中

国の地震に対するいくつかの地質構造の影響)と“中国之石

炭紀"というテｰマで報告している･彼はさらに1937

年7月の第17回万国地質学会総会にも中国の主席代表と

して参加し総会の副議長と炭固地質分科会の座長を務

めた.

この翁文瀕が“中国鉱産話賂"(本文270ぺ一ジ図51

B4版)にかけた意欲はまづその構成(総論金属鉱産

非金属鉱産)の中でとくに冒頭の第1章にr鉱床学大

意｣を設け鉱床の成因鉱床地質の概要鉱床学の応

用と題する科学的･教育的な解説を試みていることさ

らに鉱床の記載の正確さを期して実際の調査結果と文献

を当時としてはこの上なしと思えるほど多く深く渉猟

していることなどによく現われている.この“中国鉱

産話略"については本稿の最後に1章を設けるのでこ

こでは第1章“鉱床学大意"の前文で翁文瀕が鉱床学

(鉱床地質学)を定義している文章を紹介して次に移り

たい.彼は次のように述べている.

｡｡醐洲〃伽6冊晦≡“15伽的ψoκ･･

P亘匝1〕一'R{昌割C阯OVE"EH■･

Th.di趾｡｡f｡㎜i･川･h･h･帥舳h汕w剛･m･･…･｡｡乱1鮒ヨ帖iH

｡而臣一1㎝｡b趾di舳仙而d阜･冊而1･而㎝呂h冊t^岬{害･皿nti[｡dwh｡祀･

｡w｡｡冊nll｡山｡甘岬･i㎝h砧㎞･口耐d･､lt㏄而削皿t砧岬i･llyd･｡･1}fm而

d剛i凶㎝胴dm岬出ソW,W冊畠'且而dH舳｡而d〔吐帥'i･the､甘唖t師

Hill｡.山｡丁舳;出船1･.N1町fhSh榊i帥d･h“衙舳舳帖i{W-H･1'･h

剛岬1曲冊h甘州･P祀一J咀榊i“m･i｡･h･･舳町岬d皿･｡d･･i『祀島u3且･

■ont^otb2tπ盟nthoJum岨i〔日日dthoτri砧…ir出rd呈｡r冊;u肚｡dinth巴pπti珂I

藺正｡｡岬1刮･畠1i而h沽皿｡“h･1目tt甘･Th･呈｡肥J咀…害i“｡刮I吾沽･而副}di･｡一

H川ψdd町化㎜･ti｡帖w畑i皿1帥｡m･h.W･t且i盲畔mt"甘㎜･

T.i欄i･.M｡･}m冊1帥㎝｡w冊｡肺里i.i"肚｡㎝州d三'胴d･d1詞･d

th｡衙i“}㎜y･i岬･一J!･lp･帽it1㎝･舳thりllm･苧k｡･｡柵罧･1冊dヨ･｡｡･d丑皿㏄

ktW舵nHlOmh冊宇Wr㎞{n爬〔蜆一dEd.

ThE冊1星t{onohowo山t]in壬dbotw･･{回th直下一i舶…io目11dLow町Ju舳;彗…r

M"･…9酷t“m耐冊m11im岬1紬hl･i岬帆t品mHttI･且ti･t甘･聰Llt

冊mt副呵Om呂O･iO耐OW㎜芒･t.b11titi･･OlWd･一直･け㎝tI{Id{而彗i･彗O皿･

冊9i｡皿舳d㎜舳{畑･艘研bl｡･kf刊11･i･聖i而心碓｡十h｡｡｡･舳皿･

inthEWo呈to-nHm昔｡{P{kin雪､}hom暑mtIofoldi而空理mb乱blyo㏄umdbelom

-hEd･po≡iti㎝oiM帥toll㎞u≡甘iトh高wb岨Hhl}…lmm趾i拙･皿diII";㍍ヨtod

byP!of.1…冊bo凹r'丁止｡io旧i冊畠b～〔om冊｡皿}帥idontwh甘“甘｡…ionh帖｡ut

Chi皿1山ng呈h罰皿π汕｡rot珀甘nlo{刑“帖｡ユ｡iob冊in…珊〔h舶N0f{ShE皿≡i､τ杣u皿匡

｡o罰一冊畠1d.K阻止ho咀㎝且1拮dd■舳･w}菩㎝tl“oldinξPmb市bl}'lil≡otoo吐p1乱岨

一i帖｡皿1工｡皿p1!蛇｡Tp趾m罰nf仙{m甘言ヨ｡皿乱tth宙王ndoiτr…冊;iotho山高htho

-o咄i血;m山･t皿｡^･柵}i舳皿弓“皿d皿｡wh繧岬h砧b哩㎝o出･町wd且Wo･id･皿｡･

珊{πoimpon晶n一{汕正mU､'日11ontpπ･o岬1i11{thoLow町〔mtκoo帖.

㎜oo皿～m吋MowtH｡{o㎜汕㎝吉t･w,舳1hi呈･i郎'i舌胴i昼mdtho皿呂11冊m1一

W･〃.1ザ㎝岳'一C'岨'〃〃ω刎〃3-3

oftho副u{o咀1咀}ε正副dヨ｡m6h岨i舳Honto■“irm盲〇一Th6di“酊{meo-d加

1肥tw冊n-h巴Oliol㎜紬㎝11冊dtheTiユ｡柵…hin帥ri岨1i皿一hoW砧帖mHm;o`

PoH団罧m町mth匡wWm.lrk{d.hlt-11畠肥i畳1i“lodo皿吐Hnm}･晒iod帖趾

im州司･td･帖㎜乱ti㎝柵d町帖i｡汕趾pI罰㏄凶･t刈^岬舳･｡川｡

'『i■ooh{呈h¶而三町i砧･Thi;1〕祀･〔冊t肌圧｡-1;山並■on{om1趾y㎞oo皿閂e"oI1;HIl

mo冊mπk庄dinthn砧帖m～対巴冊io皿｡“h把丁;i冊1in害咀11冊iH0uth一日1H藺皿3皿,一

w1旧冊{一C冊帖冊｡一唱tu“･〔on皇Io皿町訂肚冊it品副di唖邑n昔1oof3ト藺凹t里｡d～昌祀帖

di帥｡[d舳H,･owτIio…冊｡』皿冊;…koo証1w三〇岬h1{i呈引m㎎lym舳㎜o叩ho;{d.

“oψ1}i皿刮im～d価r;o而etim2dr蝿…{dヨr､･町“■^1po呈iH藺皿｡u皿｡onfor皿{tyof

lhH柵“帥{池帖i而冊匹】o刑酊Y^nψ哩V罰11o"≡1量t田tHi{^}ob舳岬t…o皿…

i皿…outho¶;t{rnH咀p里h.^田d盲｡u-hK…』皿g…皿､1皿一h巴1司tt甘Provi皿■害｡iho

T訓m騨h■n冊11d…to冊11畠冊N^nki皿呂1dipPヨ｡罧趾｡w-3od匡g祀盟､iヨ｡wfI晶idbF

{肥哩｡叩吋r1則1dtu“ior而趾imdヨ岬1ng■t士吉;tI咀皿如d哩g祀舶.TheU叩虹

Jllm…昔ioa都島ヨwnhy}1r･Liutot止｡htt町{0f血且1io回witho阯一〇;;H酬id2舳配

h舶皿｡dou肚to衙而d趾goth王帥而e五dj岨t而{趾舶t1帖Ti証｡o阯彗出丑皿;町i舶n冊r

P{ing里皿'toh害]H舳dtothoLo冊正一Cmtユ｡oo岨一Th〇四冊･C冊ta冊｡岨u皿!o皿･

im吋i川町聖化冊“･杣岬㎝ml㏄㎝冊皿｡{冊･帖mChi㎜t出㎝呂いi手

mo甘｡iih田{oIdodユ皿Od1皿砧帥db舶h皇｡iR■1舵｡呈｡iomd珊躬｡■oio≡h趾乱

○品甘｡iK割11呈u舌ndS!呈｡止凹丑皿畠祀io[而皇dh}thiヨ回､oUe而岨皿t,I-i;to匝yo-1咀店

iH9王tob･呈一m･o冊1･t出舳い出"町叩io皿｡m9･･k脾iod･皿“o血｡ld

to㎞Hi耐丑h榊.呈皿dyoli-h冊･皿呈πH皿㎝o畠㎝th里Ioo･1昌tm舳爬｡h五三}m

C^i祀岬北m1爬杣㎝o㎎h舶t{㎞｡w皿11･d畠H･岬i心㎜･･4･iti･w舶

“制祀｡o目11i-odi耐仙eW朗12mHm号皿閉一Poki口呂wh趾“tm蛇岬餉｡冊id㎝02

h舶旋冊㎞tt町WO{記㎝t.it洲I㎞r呈一冊dtOh6!阯肚町胆山OY2咀hO咀'

I.肚.■帖{叩｡dt･正･･O･30"･lt削h11･･蜆･帖iH㎞0t咄･岨蜆O他=血i吋一}10Wth{

〔hi阯㎜帥･皿ヨ皿i岨…･昨山凶th11岬岬･“}帥Mh肚h』㎞･舳軸

1｡■…､胴噛1則出山･咀冊･皿･･ψ;i冊･一〇砒･㎜E餉｡･tM舳軸i“出血訓

第8図

翁文瀕カミ《中国地質学会誌(Bu-

11etinoftheGeologica1So･

cietyofChina)》の第6巻第

1号(1927)に書いた論文中の

燕山運動についての部分.

地質ニュｰス360号�
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策9図

下文江(1887～1936).

r欲言鉱産,不可不知鉱床学･益各種鉱質之分合聚

散,貧富多寡,以及其形状変化,分布範囲,莫不斉

其一定之原因,即莫不可尋真一定之規則曲事実上

之規則,進而窮某所以然之原因,此理論鉱床学之所

有事.西本此原因,循此規則,以実験鉱産之状態,

而予測其変化,此又鉱床学之致用也｡

普通岩石中未無鉱質,如各種火成岩大低含鉄在百分

四･五以上,含鋸在百分之八以上･粘土及頁岩,且

有含鋸在百分十二以上者･夫鉄与鋸固皆重要鉱質,

然各種火成岩之不皆可為鉄与銀鉱,粘土頁岩不皆可

為銀鉱者,成分不足,不可以開採耳.以比類推,可

知欲得可採之蹟,心有鉱質特富之点雨後再･即所謂

鉱床(O.ed.po.it)是也｡｣

(鉱物資源についてものカミ言いたければ鉱床学を知

っていたければならない.各種の鉱物物質の離合集散

貧富多寡およびその形状の変化分布範囲にそれぞれ一

定の原因のないものはないはずでありその一定の法則

をさぐり出すことも可能である.事実にもとづく規貝聰

性力)らさらに進めて何故そうなるかの原因をつきとめ

ることは理論鉱床学の仕事である･そしてその原因に

もとづきその規則性にしたがって鉱物資源の産状を実

際に調査しその変化を予測することはこれまた鉱床学

に不可欠の任務である.

普通の岩石でも金属物質を含んでいないものは未だか

つて存在したことがない.たとえば各種の火成岩は

そのほとんどがFeを4-5%以上含有しA1を8%以上

含んでいる･粘土および頁岩はAlを12%以上も含有

しているものがある.このFeとA1はもともといず

れも重要な鉱物物質であるがそうはいっても各種の火

成岩カミすべて鉄鉱体やアルミニウム鉱体になるとは限ら

たいし粘土と頁岩カミすべてアルミニウム鉱になりうる

わけではない･上述の含有率では成分が不足していて

採掘に値しないからである.このことから推しはかると

採掘できる鉱石を得ようと望むなら必ず有用鉱物物質

1984年8月号

がとくに豊富な所であって初めて希望通りになることを

知らねばならない･それがすなわち鉱床(o･ed･posit)

荏のである｡)

“中国鉱産話賂"のごく一部を紹介しただけのことだ

が翁文瀕がこれを発表する以前に上記のような調子

で鉱床地質学の科学的定義を著わした中国の地質専門家

はいない.あるいは章鵜剣や下文江そして21人の弟

子たちの中には1919年以前にそのような定義づけを書い

た人があるかも知れないが今のところ該当する論文は

見当らない.

また外国人地質専門家が書いた中国の鉱物資源に関

する著作の中でとくに翁文頭カミ“中国鉱産話略"を執

筆するに当って

r地質関係関発願多,而於全国鉱産記載較少｣

(地質に関しては解明されたことが非常に多いか中

国全域の鉱物資源の記載が比較的少ない)

と評価したDeLaunayの“LageO1ogieet1esriche'

ssesmineralesde1'Asie"(19!0)とBai1eyWi11isの

“Minera1resourceofChina"(1913)も特別に科学的

鉱床地質学の説明には及んでいない.それだけに翁

文頭の“中国鉱産話略"は光彩を放っているように思わ

れる.のちに彼は自然科学とくに地質学地震学

鉱床学古生物学考古学地理学の理論活動の著作集

“鋒指集"を出版しさらに中国における当該分野の科

学の確立に奮励努力するわげであるがそれは別の機会

に紹介することにして先を急ぐ･

下文江

下文江(1877-1935)は字名が在君江蘇省泰興県の出

身である.1902年に日本に留学したカミ1904年にたっ

て英国に転じケンブリッジ大学に入学次いでグラス

ゴｰ大学に入ってJ･W･Gregory教授に地質学を学び

1911年に卒業し今のホｰチミン市を経て帰国した(さ

らにフライベルク大学で研鐘し1913年に帰国したとい

う説もあるか《地質調査所沿革事賂》(!922)に

r共時従海外専攻地質畢業帰国者,砥丁君文江,章

君鴻剣二人｣

(そのとき海外から地質を専攻して卒業し帰国した

者は下文江氏と章鴻剣氏の2人だけである)

とあるので1911年帰国説の方が正しいと思われる).

帰国後章鴻剣とともに南京臨時政府の実業部に籍を�
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おいた.そして彼は雲南省･貴州省･湖南省などの地

質調査に従事した･その間すでに述べたように章

鴻剣翁文瀕と協同して中国地質調査所の創設に努力し

て成果があり工商部臓務司の地質科を独立させて中国

地質調査所が設立されることにたった1913年(正式成立

は1916年)から1926年までのその所長(官名は主任所長)

を務め翁文瀕カミそのあとを継いだ.1922年に中国地

質学会カミ設立されるに当ってもその機関車となったの

カミ先に述べた章潟剣翁文瀕そして下文江それに李

四光王烈A.W.Grabauでありその初代会長カミ章

鴻剣第2代会長(1923年度)がこの下文江第3代会

長が翁文瀕であった.この学会成立大会の議長を務め

たのが下文江でありその第1回例会の席で特別講演

“中国地質学会之目的"を行ったのも下文江であった･

この講演は実際には英語で話され演題も“Theaims

oftheGeologicalSocietyofChina"となっていた･

この講演で彼は中国地質学会が会員の科学的な原理や

科学的な問題の研究を進める上での十分かつ自由な討論

の機会を与えるものとならなくてはならないし地震学

測地学土壌学考古学などの分野を含め広く全国か

ら地球科学専門家を集め交流し意見を交換して中国

における自然科学活動の一つの推進要素ともならたくて

はならないと主張した.この主張は以後中国地質

学会の一つの伝統にたって生かされていく･

彼カミ讃えられる功績の一つに地質図書館の建設がある.

すなわち地質調査所所長の時代彼は寄金を募集して

資金をつくり6年がかり(1916-1921)で付属地質図書

館を建設し1926年には単行書3,827冊雑誌18,212冊

地形図3,534シｰト地質図･鉱産図1,921シｰト(中国

ユ,053外国868)カミ収蔵されるまでにしたのである.

彼は1922年に所長在籍のまま北票炭田の責任者(P)

と衣ゆ翁文瀕を代理所長にすえた･そして1926年に

北京大学地質系の教授と在り地質調査所を辞した･

彼の地質科学教育に対する考え方は1924年の中国地質

学会第2回年次総会における講演“Thetrainingofa

geologistforworkinginChina"によくあらわれてい

る.そのとき彼は次のように述べている･

rイギリスとアメリカの大学や鉱業学校では一般

に野外訓練が不足している･イギリスの一つの鉱

業学校では数年間に2週間しか実習をやっていな

いため学生は卒業しても独自に鉱床を探査する能

カガミ全然ない.この面ではアメリカの学校の方カミ

まだましであるカミ別の画すなわち早く専門化し

すぎ自由カミ多すぎることが学生のさまざま狂学習

方式の選択をいちじるしく妨げそのため地質専門

家のなかには岩石顕微鏡が使えない人もあるしま

た石油地質技師のなかには油田地質の研究に重要匁

関係のある地史学や地層学の野外実習をほとんど受

けていない人もいる｣

r国立北京大学の地質系に設けられている教課では

いくつかの外国の大学を手本に改善する必要もある

カミきわめて大きな欠陥はきちんとした生物学課程

カミ金く校いことである.学生たちに補修講議･実

習をやらないと地史学の基礎原理の理解は望み難

い｣

rさらに中国の学生はいくつか測量課程とくに

地形測量を必修課目として学ば放くてはならない.

それは中国国土のごく限られた地区しか地形図が作

られていないしそれもルｰトマップに近い上使

用に耐え狂いものが多いので地質調査･研究には

自分で必要な地形図を作製しなければならないから

である｣

下文江はその後中央研究院総幹事北京研究院特約

研究員を歴任し北京博物学会の会長も務めた･そし

て旅先の湖南省長沙で50歳の生涯を閉じた･

彼は地質調査所所長の身にあった中てもしばしば実

際の野外調査におもむきJ･G･AnderssonF.R･Te-

gengrenE.T.Nystr6mらの外国人地質専門家ととも

に組織的な地質研究と地下資源の探査に努力し中国の

科学の近代化に大きく貢献すると同時に実際の産業の

要請にも答えたのである.彼を代表する著書としては

翁文瀕との共著“中国鉱業紀要"(!922)と単独執筆の

“中国富弁工業史略"(1928)がある.前者はそれまで

の調査結果を盛りこみ文献資料を活用した鉱床と生産

第10図1930年ごろの中国地質調査所付属図書館の全景･

ユ921年に完成した建物

(《中国地質調査所事業報告》ユ931).

地質ニュｰス360号�
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第11図

丁文江の死去に当り章鴻剣

はこの聯を彼の枕頭におくっ

た.

(《中国地質学会史》1983).

の全国的実態を明らかにしたいわぱ近代科学的鉱産誌

であり後者は資本主義の道を歩み始めた当時の中国の

工業と鉱業の国営化の過程を具体的に追い将来の方向

を示唆したいわぱ鶏鳴の書であった.

狂お彼の鉱物資源調査報告としては“川広鉄道路線

初勘報告"(1931)(四川一広東鉄道沿線の地質･鉱床調査報告)

あるいは“京兆昌平県酉湖村錘鉱"(1922)(首府昌平県西

湖村マンガン鉱床)“雲南箇旧付近地質鉱務報告"(1937)

(雲南省箇旧付近の地質･鉱山調査報告)などカミある.そ

れらの調査で自ら測量しあるいは若手地質専門家の実

地測量を指導して地形図をつくりノ･ンマｰとクリノメ

ｰタとルｰぺそしてたかだか素朴な岩石顕微鏡や鉱石

顕微鏡といった環境の中で彼カミ地質と鉱床の科学的調

査研究のあり方に範をたれ先に述べた持論を率先して

実行したことはこれらの論文からみてとることができる.

だが何といっても中国地質科学の近代的自然科学化に

彼カミ貢献した最大のものは《中国地質学会誌》(現在の

《地質学報》)カミ発行された1922年に編輯長をかってでて

C.P.Berkeyに“ThenewpetrO1ogy"章鴻剣に“中国

研究地質学之歴吏"(onthehisto.yofth.g｡｡1.gical

scienceinchina)と“Jade,itshistorica1valueto

chinesepeop1eanditsnomenclature"李四光に“The

���慮�硴�瑯晡�牡瑩杲慰����慫楮�攀

1984年8月号

cambro-ordovician1i㎜estonesofnorthemAnhui,

慮摩瑳��楮杵灯�����慴楣�慳�晩�瑩潮

ofthecambro-ordo∀icianstrata''を書かせ科学的

思考とそれによる問題の見通しそして科学的方向の普

及をはかったこと(さらにこの会誌のとるべき方向をうち出

したこと)もう一つ1922年に《中国古生物誌》の創刊

にこぎつけその定期発行の体制をつくりあげたことで

あろう･地質調査所に図書館をつくり当時の申国で

の資料センタｰの機能を発揮させたことも見逃世ない.

彼の功績を讃え寄金を募って中国地質学会にrT文

江先生記念奨金｣の制度が設けられ1940年に目ヨ奇携に

4,210元カミ贈られたのをかわきりに1942年一李四光に

6,000元1944年一黄汲清に10,000元1946年一ヂ賛員カ

に400,000元!948年一楊鐘健に金円券200元カミそれぞれ

贈られ国共内戦のためそれでうちきられた.

外国の地質学者たち

章鴻釧丁文江翁文瀕たちを助け中国で地質科学

分野の研究･教育活動にたずさわった外国の地質学者も

いた･所属国の軍や政府から資金を提供されたのでな

く中華民国政府の招聰を受け長期にわたって滞在し

た人々その中に米国人A.W.GrabauそしてF.R.

Tegengren(国籍?)がいた.

A.G.一Grabau(1870-1946)はウイスコンシン州の出身

で1890年にマサチュｰセッツエ科大学に入学して

Crosby教授から地質学Barton教授から鉱物学

Ni1es教授から自然地理学を学んで1896年に卒業そし

て1年間同大学地質学部の功手を務め1897年にハｰバ

ｰド大学地質学部に入って古生物学を研賛し1900年に

学位を得た･それからタフトエ業学校の地質講座で教

育に当り1901年にコロンビア大学の古生物学･地質学

の助教授1905年に教授(一1919)となった.1919年に

前述の丁文江がアメリカ地質調査所のD.Whiteに頼ん

で中国地質調査所での古生物学研究および北京大学での

古生物学教育にふさわしい人を求めたときD.White

が彼を推薦したことによってGrabauは職を辞し1920

年に中国におもむいた･そして中国地質調査所古生

物学主任研究員になり北京大学地質系の教授を兼任し

た.

以来彼は主として中国の古生層の層序と古生物を研

究し中国の地質専門家の古生物の研究を助けた功績も

非常に大きく趨亜曽･田奇蕩の腕足類の研究孫雲

鋳･許恭の筆石の研究陳旭の紡錘虫の研究など彼なく

しては成果を得なかったと思われる研究はきわめて多い.

彼の名著の一っ“StratigraphyofChina"(1923)も彼�
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第12図

1982年8月31目にA.W.Grabau教授の遷墓

式が行われた.写真はその式に参列した教え

子たちの記念写真(“中国地質学会吏"1983).

の研究の主な勅象は何であったかをよく示している.

しかし彼が中国の鉱床地質学の成長に関与しなかった

といえばそうではたい.彼は堆積鉱床の生成環境を

明らかにすることの意義を強調してたとえば“Geo1o-

���潮摩瑩潮��物湧異潮灯�獨���捴楮��

China"(1924)を書きあるいは地質調査所における古

生物研究方針の一つの柱として彼の考えを《中国地質調

査所概況》(1931)の中に次のように反映させている.

r本所自始対於無脊椎化石較為注重者,良以中国地

質以古生代地層為分布最広,西蔵鉱最多｡飲明中国

地質之構造,鉱産之時代者,非先研究古生代之地層

不可.故無脊椎動物化石之研究蓋非徒為古生物本身

起見,亦為一般調査地質及鉱産者所不可不有之基礎

知識也.｣

(本所カミ当初から無脊椎化石の同定･対比を重要視し

たのは中国の地質のだカ)で古生層の分布カミもっとも広い

からでありその鉱物資源埋蔵量が非常に大きいからで

ある.中国の地質構造鉱床生成期を明らかにしよう

と思えぱまず古生代の地層を研究し狂いわけにいかた

い.したがって無脊椎動物化石の研究は化石本体を

考えるだけではすまず一般に地質鉱物資源を調査す

る人々に必要不可欠狂基礎知識を与えるべきものであ

る).

彼は中国地質学会創立会員26名中の一人であり理事

を18期(1922-19241931-1945)副会長を5期(1925-1928

ユg30)務めた･この期間は彼が病床につき北京で客

死した1946年を除く中国地質学会員であった全期間に

相当する.この間の地質学会の行事の中での彼の活動

は熱心の一語に尽きるが鉱床地質学分野についていえ

ば1927年の中国地質学会第5回年次総会で翁文瀕が

“Crusta1王novementsandigneousactivities･ineas-

temChinasinceMesozoicti血e"を会長講演として

発表し燕山運動を初めて提起するとともに東中国の

中生代およびそれ以降の地殻運動と鉱床との関係につい

ても考えを明らかにしたときあるいは1929年の同学会

第6回年次総会で下文江が会長講演“Orogenicmove-

mentsinChina"を行って造山運動と鉱床との関係

を説明したときいずれも中国地質学会の年次総会吏の

中でも記録にのこるほどの印象深い議論に狂ったようで

あるがA.W.Grabauも鉱床地質学上の観点での議論

にも加わりのちに翁文瀕は“中国金属鉱床生成之時代"

(1930)(中国における金属鉱床生成の時代)にそのときのA.

G.Grabauの見解をとり入れたといわれている.

F.R.Tegengrenの経歴はわからないが《中国地質

調査所概要》(1931)に

第13図

1930年ごろの中国地質調査所古生物学研究室1

(《中国地質調査所事業報告》1931).

地質ニュｰス360号�
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策14図1930年10月に中国地質調査所の燃料研究室の新屋が完成

した.この写真はその薪屋完成の記念写真である.

(《中国地質調査所事業報告》1931).

r一･･.此頃調査初着手時頼得前農商部所聴洋員安

待生不格蘭等之合作輔助,一･･｣

(……･この種*の調査が初めて行われるに当ってす

でに農商部が招聰レていた外国人職員のAnderssOn**

Tegengrenらの協力援助が大いに得られることに衣り

…)

とあるから当時おそらく北京農商部の鉱山部門に招聰

されてTegengrenは鉱山開発の指導に当っていたので

あろう.実際に鉄鉱の全国的な把握をめざす調査が始

められたのは1916年からで1931年までにJ.G.An-

dersson･言草錫岡壽･朱庭枯らによってr竜煙鉄鉱床｣が

朱庭枯によって河北省井脛県のr錫富山鉄鉱床｣が孫

健初･正目倫によって河北省都平泉のr六家満鉄鉱床｣

が発見されそしてF.R.Tegengranによって湖北省

都城県のr西山鉄鉱床｣とr雪山鉄鉱床｣が発見されて

おりさらにF･R.TegengrenがJ.G.Anderssonと

ともに情報にもとづく調査によって有望性を確認した江

蘇省江寧県のr鳳嵐山鉄鉱床｣とその周辺の鉄鉱床離が

1931年には季劉辰･趨汝釣によって精査された.

彼Tegengrenの鉄鉱調査への積極的在参加もさりな

がら何といっても彼の中国鉱床地質学(そして鉱山地質

学)への貢献は“Theironoresandironindustry

ofChaina"part1and2:《MemoirsoftheGeo1o-

gica1SurveyofChina》,seriesANo.2180p,p1ate

*鉄鉱床**JlG.Andersson

1984年8月号

16(!923)の発表であろう.すでに述べたように謝

家栄カミこれを中国語に完訳し“中国鉄鉱誌"のタイト

ルで同じ雑誌に同時掲載した.

この論文はその序文に記されているように翁文瀕

と下文江の協力がなければバランスのとれたものには

在らなかったであろうがそれにしても中国の鉄鉱床の

鉱床地質学と鉱山工学に関する初めての科学的集大成を

試みた労作であることは間違いないだろう.翁文瀕の

“中国鉱産話賂"(19!9)とこの論文を対照すればまづ

分類のr進化｣が目につくだろう.翁文瀕は中国の鉄

鉱床を1)接触鉱床(cont･･td･posit)2)太古変成鉱床

(archeanmetamorphicdeposit)3)水成鉱床(sedimen･

tarydepo･it)に3大別し接触鉱床には今でいうスカノレ

ン鉱床と交代鉱床を入れ太古変成鉱床には始生代の被

変成鉱床を入れ水成鉱床には風化残留鉱床堆積鉱床

漂砂鉱床と原生代以降の堆積一被変成鉱床を入れた.

この分類が中国の鉄鉱床についての中国人専門家による

最初の分類である.これ以前にはたとえば1911年に日

本地質調査所の井上穂之助が1)片麻岩及び結晶片岩に

胚胎される鉄鉱床2)古生層に胚胎される鉄鉱床3)中

生層に胚胎される鉄鉱床という分類を試みている.上

記の翁文瀕の分類をF.R.Tegengrenは1)始生界の

鉄鉱床2)原生界の層状鉄鉱床(宣竜式)3)堆積岩中の

結核状赤鉄鉱･褐鉄鉱ないし菱鉄鉱の鉱床(山西武)4)

石炭紀(?)変成砂岩中の赤鉄鉱鉱層(薄郷式)5)花闇

岩と直接関係がある赤鉄鉱及び磁鉄鉱の鉱床(接触変成

鉱床)6)二次鉱床7)砂鉄鉱床に変えた･この分類の

r進化｣の根底にはその1-2年間における新鉱床の発

見1915年頃から集中的に行なわれ始めた日本地質調査

所による中国の地質と地下資源の広範な調査研究の成果

及びその過程での人的接触と資料交換たどがあったと思

われる.

さらにF.R.Tegengrenの地質･鉱床の記載が翁文

瀕の場合よりも綴密になっていることは紙数からいって

当然のことであるがその記載は鉱床の開発について考

えるための事実の把握であるのに対し翁文瀕の“中国

鉱産話賂"の鉄の項は鉱床の生成環境や分布法則を明ら

かにするための事実の記載という特徴がありしたがっ

てどちらかといえばF･R･Tegengrenの“中国鉄鉱誌"

は鉱山地質学翁文瀕の“中国鉱産話賂"は鉱床地質学

のカテゴリｰに入るべきものといえるだろう.

“中国鉱産話略''(翁文瀕1919)

翁文瀕はこの一書を一人で完成させたのではない.

これは彼の地質研究所における教え子で地質調査所の所�
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第15図

翁文瀕の“中国鉱産話略"に付図として付された

r中国地質概図｣､基本的には大要がよく把握さ

れている.

員であった人々衝歩癒盧祖蔭超志新さ

らに地質調査所での部下たち季舞栄臥着工

そして所長の下文江の積極的な参加のもとで完

成されたもので原稿そのものは翁文瀕が書き

それを下文江が校閲したのである･ただし

下文江は当時ヨｰロッパにでかけることが多く

実際には西南地方の各省の地質と鉱床に関する

部分が下文江の校閲を受けていない.

本書は先に述べたように鉱床地質学の教育と

普及を念頭に科学的で正確た記載をめざして

書かれ第!編の総論では第1章に“鉱床学大

意"を配してさらに3項の節が設けられてい

る一その第1の節“鉱床の成因"ではR.

Beckの“Thenatureoforedeposits(New

Y｡｡k,1909)を下敷にしたらしく岩片分泌鉱

床と名づけたマグマ分化鉱床をはじめとして

接触鉱床(または接触変成鉱床)気成鉱床熱水

鉱床(自溶液沈積鉱床)(鉱染鉱床裂か充填鉱床

鉱脈鉱床)交代鉱床堆積鉱床あるいは初成鉱

床と二次成鉱床さらに母岩と側岩そして二一

次富化作用のそれぞれの定義づけが行われ例

が示されている.

たとえば接触鉱床の部分での説明は次のよ

うに書かれている.

r母岩の中に生成せず母岩とそのほかの岩

石との接触帯に生じている有用鉱石もある.

湖北省大冶県の獅子山鉄山山東省の金嶺錬鉄

山などの鉄鉱カミそうである.この種の鉱床の生成は実

際にマグマカミ貫入したときにその中にもともとあった鉱

物物質(気体ないし液体物質)カミ発散して外に出てくるこ

とに原因する.そしてその傍の岩石が変化し鉱床を

つくることになる..その範囲の及ぶ所は常に接触面か

ら遠くない.そのためこれを接触鉱床(COntaCt

d･posit)といいあるいはこれを接触変成鉱床(cont･･t

m･t･m･･phi･d･posit)という･その鉱石構成物質は当

該鉱石を伴なう火成岩に左右されその火成岩を母岩

(moth･r･ock)という･母岩と接する岩石を囲岩

(count.yro.k)という.囲岩が石灰岩の場合には一

般にざくろ石緑簾石輝石角閃石などの鉱物を有し

地質ニュｰス360号�



中国の鉱床地質学

一37一

剛怖分産鍍卿金

棒錫帯辞鉛鋼帯鋸帯禾

～

芥

''で

＼

第16図翁文瀕“中国鉱産話賂"に掲げられた金属鉱床生成区図1

とくにその存在が接触変成の証挺となる.また鉱床が

接触帯に生じる場合接触面との関係がきわめて密接で

ある.本来その成因は後生溶液から沈澱して生じたも

ののようである.したがってその生成は火成岩カミ貫

入･晶出後であってマグマとは直接的な関係かないら

しい.もしそうであれば賦存位置からするとこれを

接触鉱床とよぶことはできる.しかし成因からいえば

これを接触変成鉱床とよぶこともできない.たとえば

湖南省常電県の水口出船･亜鉛鉱床がそうである.｣

現在ではざくろ石などの鉱物(スカルン鉱物)を多く

伴なう上記接触帯の鉱床はスカルン鉱床とよばれる傾向

にあるがまだ接触鉱床という言葉は残っている.一

般には接触交代鉱床(｡Ont｡｡tm.t.S.mati.d.poSit)と

表現されることが多い.現在の定義と翁文瀕の定義の

間に基本的な差違は柱く接触変成鉱床という言葉は既

存の鉱床がのちに火成岩(ほとんどが深成岩ときには半深

成岩)の貫入接触による接触変成作用を受けて組織構造

や鉱物組合せが変りもとの鉱床と性質が変ったものに

主として用いるようになっている.接触交代鉱床と再

結晶作用によって現在の形をつくった鉱床を一括して接

触変成鉱床と定義づける人も在くはない.いずれにし

ても翁文瀕が指摘しているように接触鉱床の同義語

として接触変成鉱床という用語を使うことはすでになく

なっている.

ことような翁文瀕の鉱床の成因的分類が最近の分類に

較べると不十分なものであることはいうまでもないカミ

彼の成因的分類はそれまでの中国に全くなかったものと

いう点で最大の歴史的意義をもっている.

第2の節“鉱床地質の概要"における母岩の化学組成

1984年8月号

中

国
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と鉱床の鉱種母岩の生成深度と主要鉱石鉱物の垂直分

布変化鉱床の成因タイプと鉱石鉱物組合せについて解

説し第3の節“鉱床学の赤川"におけるサンプルの目

的別採取法と品位決定へのサンプルの代表性鉱量のカ

テゴリｰ区分とその必要性新鉱床探査への基礎として

の地質の研究の重要性をそれぞれ説いていることもまた

歴史的な意義は大きい.

総論の第2章“中国の地質の概要"ではまづ翁文瀕

は

r鉱床と地質は相関関係がある･1国の鉱産分布

はざっと見て定まった例に当ら泣くても事実を詳

しく観察すれば道理にいきつくことがある.だか

ら中国の鉱物資源を研究したければまづ中国の地

質を知らなくてはならない｣

と強調し中国の鉱床と地質時代との関係および各種の

火成岩の分類と分布を記述する中で金属鉱床と火成岩

の関係を実例を示しながら説明して強調した点を浮き

あらわ

ぼりにするように書き著している.地層の時代区分や火

成岩の岩種区分･生成時代はその後に変えられたものカミ

少たくないにしてもまた現在では当然のことを述べて

いるにすぎないが当時としてはそれは中国にとって画

期的な内容だったのである｡それまでに発表された地

質専門家による中国の鉱床についての著作で地質と鉱

床との関係を重点としたものはほとんどなかったからで

ある(日本の地質専門家カミたとえば日本地質調査所の井上禧

之助野田勢次郎小林儀一郎渡辺久吉らの諸氏が19!5-1920年

に発表した中国諸地方の地質と鉱床に関する調査報告にはそ

ぞれれ両者の関係を説明したものもあるが当然なカミら日本語

で書かれ英文の要旨が付されていなかったので中国で広く

読まれた形跡がない･ただ前述のF･R･Tegengrenや翁

文瀕が適宜に引用しているだけである)

ただし翁文瀕は鉱床の地質構造による規制までは考

えでなく地殻の昇降運動と鉱床の分布との関係につい

てだけ言及しているにすぎない.現在がなり研究が進

んでいる“鉱床の地質構造による規制"という課題は

“中国鉱産話賂"が出版されてから5年後の1924年に

A.W.Grabauのコロンビア大学での教え子王寵佑カミ

発表した“地質構造与鉱床之関係"にその萌芽をみるこ

とになる.

次に翁文瀕は第3章で中国の鉱床生成区を画いてい

る･当時すでに鉱床の偏在性も鉱床の分布に広域的

な法則性があることも外国では判っていた.1905年

にS.F･Emmonsが“Oredeposits"(NewYork)の中

でアメリカの例を語っていたしW･H･Emmonsは名

著“Theprinciplesofeconomicgeology"(NewYo.k,�
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第17図“中国鉱産話略"のr金｣の節に掲げられた山東省招遠県の玲羅山金鉱床の鉱床地質図.

本鉱床は現在中国最大の産金量を誇っている､

1917)の中ですでにr鉱床生成区｣(m･ta11og･nicp･o･

Vin｡｡)という現用の術語を使っていた.だカミそれを

中国に適用したのは翁文瀕が初めてである.実際に彼

が中国の鉱床生成区を区分した内容は地文が先行し

地質がそれに続き地質構造の観点がいちじるしく不足

しているという今では通用しないものであるカミそれ

でも歴史的には大きな意味をもっている･

第4章の“中国鉱業概要"の記載で特記すべき第一は

中国の鉱物資源の省別生産統計を試みたことである･

それ以前の中国には農商部による国営企業と私営大規模

企業の統計しかなく全国的鉱産統計になっていなかっ

たのである･そして第二は鉱種別に埋蔵量を推定しあ

るいは生産量から割りだして重要鉱種(F｡･Sn･Sb･

W･H9)普通鉱種(Cu･Pb-Zn･Au･石油)貧少鉱種

(Ag)有望鉱種(Mn･Mo･非金属鉱物資源)に分けき

わめて不鮮明であった中国の鉱物資源像を彼なりに明ら

かにしたことである･現状に照してみると翁文瀕の

結論は大筋で間違っていたかったといえるが現在では

石油が重要鉱種にAgが普通鉱種にそしてNi･Nb･

Ta･希土類･U･Ptなどが重要鉱種や普通鉱種として

登場している.

さて“中国鉱産話路"の第2編は金属鉱物資源そ

して第3編は非金属鉱物資源の記載である･

金属鉱物資源としては金銀･鉛･亜鉛銅(銅一銀

鉱床を含む)鉄マンガン錫アンチモン水銀タ

ングステンモリブデンニッケル･コバノレト･アルミ

ニウム･白金･希金属が非金属鉱物資源としては硫

化鉄･硫黄･緑馨陶土明馨蛍石滑石ドロマイ

ト･マグネサイト石綿黒鉛石油･天然ガス岩

塩･カリ塩石膏自然アルカリなどが取扱われ省別

に記載されている.省は現在の中国の範囲のほかモ

ンゴル人民共和国が外蒙古として入れられている.

金と黒鉛を例にとってその記載をみてみよう･金

についてはまづ次のように書きたされている.

r我が国の産金は比較的多いといわれている.現

在金鉱山が比較的多いのはたとえば黒竜江省

四川省周縁新彊省外蒙である.その大部分は砂

金の形で産出する.しかし砂金の生成は合金岩石

が侵食･削剥され自然の水洗･淘汰作用を受けて
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策18図1930年ごろの中国地質調査所岩石鉱物学研究室.

(《中国地質調査所事業報告》1931).

のことである.1そこで一歩進めてその合金岩石の

地質を調べた所我が国の金鉱は砂金だげでないこ

とが判ってきた･我カミ国の砂金をもたらす来源に

は3種のものカミある.一は先カンブリア時代の岩

層中の石英脈である.この種の脈中にはつねに自

然金もしくは合金黄鉄鉱が含まれている.その側

岩は原生代ないし始生代の片麻岩と花開岩である.

この種の岩石もときには金を含んでいることがあ

る.この合金石英脈の生成期がもっとも新しいも

のは北方の諸省にある.多くは原生界南口系の

珪岩よりは若く狂い.南方の諸省ではその大部

分が原生界の千枚岩をきっていない.第二はアン

チモン鉱脈中の金である.湖南省や貴州省などに

あるがその時代は上述の石英脈の場合よりも若い.

ただしその含Au品位が非常に低く大部分が

Auだけの稼行価値をもっていない.第三は新生

界の合金礫岩である･たとえば新彊省の織海層

がそうである.これについてはあとで詳しく述べ

る｣

この文中にみられる砂金の来源の区分は今ではもっと多

くなっているがしかし先カンブリア時代の片麻岩や花

商岩中の合金石英脈は今も重要な金鉱床分類の一本の柱

でありそのまま通用しておりしかも中国におけるタ

イプ別産金量が現在のところ最大のものである.この

中国鉱産話略の中で翁文瀕は合計73の鉱床と多数の鉱

徴について適宜に図を配しながら記載しその記載も当

時としては白眉のものと思われる.山東省招遠県の玲

璃山鉱床についての説明は今もって大筋として通用する

のではたかろうか.彼が説明に使った図をかかげたが

皆さんのイメｰジをかきたてることになれぱ幸いである

(第17図).

1984年8月号

次に黒鉛(石墨)の場合であるカミその章の冒頭で彼

は次のように述べている.

r石墨は筆鉛ともいい六方晶系に結晶した炭素で

あり軟かくて軽い.その鉱床の種類はかなり多

いが大きくは2タイプに分類できる.その一は

結晶岩中の石墨である.それは花商岩中に生じて

いることもあるし片麻岩や結晶片岩中に生じてい

ることもある.これはマグマ中の炭素から結晶し

たものかもしれないし堆積岩申の炭層が変成した

ものかもしれ狂い.その成因は確定し難い.世

界の有名な石墨の産地だとえばセイロンシベリ

ア朝鮮などの鉱床はすべてこのタイプに属する.

その側岩の時代は多くが原生代ないし始生代に属す

る･その二は炭層が変成して生じた石墨である.

石炭が火成岩の貫入によってrいぶし焼き｣され

そのために変成して生じた石墨である.その程度

の低いものはしばしぱ石墨と無煙炭との間に分布

する.その生成期はおおむね原生代以降である.

中国には両タイプの石墨とも存在する.しかし今

までのところ品質がすぐれ量も豊富な鉱床に出

逢う場合は少ない.｣

そして前者のタイプのものとして4鉱床後者のタイ

プとして3鉱床がそれぞれ記載されている.翁文頭の

いう花商岩をペグマタイトに変えれば上記分類は基本

的には現在に通じる.前者の成因も変成作用で説明で

きるようになってきたという変遷はあるカミこの黒鉛の

項にしても当時としては初めて科学的な黒鉛鉱床の視点

を中国にもちこんだものといえるだろう.

おわりに

中国における鉱床地質学の現状と問題点を把握し将

来を推しはかることによって我が国と中国との学術交

流の内容と進め方を合理的なものとすることはさし追

った一つの大きな課題である.これはもちろん対

中国だけの課題では狂く“中国"の2字をソ連あるいは

モンゴルとおきかえてもいい.

その問題点を歴史的な歩みの中からつかまえたいとい

う野望から筆者はまづその揺藍の時代をひもといた.

この一編で語りつくせるほど単純な時代で狂いことは

いうまでもたい.また機会があればさらに敷術した

いと思っている､

(おわり)�


